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概要

樹脂製品などの高分子材料に使われる添加剤の分析を行う際は、高分子材料と添加剤の分離が必要
となります。市販の樹脂製品を溶媒に溶かした後、ポリマー成分を沈殿させることにより添加剤成分の
抽出を行う「溶解再沈法」で前処理した試料を用いて分析を行った事例をご紹介します。
LC/MS分析の結果多く含まれていた成分（m/z=548.50）をLC/MS/MS分析することにより、フェノール系
の酸化防止剤の一種であることが推定されました。

分析事例C0407 2016/02/01 2018/02/01

LC/MS・LC/MS/MSによる成分の定性

測定法 ：LC/MS
製品分野 ：製造装置・部品・日用品
分析目的 ：組成評価・同定・製品調査

TEL ： 03-3749-2525     E-mail ： info@mst.or.jp
URL ： http://www.mst.or.jp/

分析サービスで、あなたの研究開発を強力サポート！

溶解再沈法による高分子材料の添加剤評価

Time
15.00 16.00 17.00 18.00 19.00 20.00 21.00 22.00 23.00 24.00 25.00

%

0

100

14240062_3_pos_D06 1: TOF MS ES+ 
548.505 0.10Da

2.35e3
17.59

検出成分を
LC/MS/MS測定

■m/z=548.50のMSMSスペクトル
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■推定されるフラグメントイオン
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推定された酸化防止剤
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+ NH4
+

m/z
100 200 300 400 500 600

%

0

100
419.3522

167.0714

149.0611

107.0524 168.0760
253.2911

420.3611

475.4162

477.4226

強
度


